
1-E-14-3

河川 ･河 口域の環境調査における溶存酸素測定の留意点
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I. はじめに

溶存酸素 (DO)は,水生生物の生存,水域生態系の保全,

および水質の自然浄化を支配する必賓の最重要項目であり.

井境基準の生活費境項目にも挙げられている｡河川 ･河口域
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わ兼境帝査においでもDOは.最も基本的かつ最重要な評価指
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の一つである｡DOの測定には,ウインクラー ･アジ化ナ ト

ウム変睦 (ウインクラー法),または港存鼓索計 (DO粁)
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る隔膜電極法が適用される｡ウインクラー法は正確なDO

定が安定的に可能であるとされるが,滴定等の化学分析を

ちなうたれ 多数試料の測定あるいは連続私利は国井であ

.一方,DO計は測定が極めて肺便であり.かつ研重にも携

.

あい

き

でお

で

能日に

zx)計を定点に設置することによって長期連続観測も

○広るて
現在,多数の DO計が開発され,水衆境の DO測

く連用されている｡しかしながら,DO計は水温

塩素イオンによる影響を強く受ける｡特に.河川 ･河口域

塩分が大幅に変動する水域であるため,α)計による DOの

僅隻に及ぼす塩分の影響について十分に理解し,適切に補

する必要がある｡■そこで本研究では,ウインクラー法とDO計のⅨ)測定値に屈す水温と塩分について比較検討するとともに,美声削こ河

L･河口域における環境調査を行い,DOを測定し,DO奔境を

輝する場合における留意点を整理することを目的とした｡
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狩 ィンタラ一法によるDO測定は,工場排水紬 方法 (JIS

鞄 に従った｡DO計はガルバニ方式2機種 (m 計-A,塩

オン自動清正蔑能なし;DO計<,塩素イオン自動補正機

)とポーラログラフ方式 1機種 (DO粁-8,塩素イオン

正牧能なし)について検討した｡DO計については,各

造元の作成した取扱鋭明書に従って測定と塩素イオン

を行った｡実崇圭のインキュベーター内において,水温

【弄イオン濃度を所定の条件に固定した酸素飽和の試料に

亘 ウィンクラー法と各種の抑 計を用いて DO漉度を測

.た｡
重では,宮崎県内の 3つの河川において,塩分変動

汀口域から上流に沿って約 20-30点の調査を行い,

)点について,ウインクラー汝と各種 加 計を用いて

し,比較検討した｡水深 30cmの層に各覆 JX)計電極

3. 籍異と考字

(1)水温と塩兼イオン濃度がDO計に及ぼす影響

DO飽和水を測定した場合におけるウインクラー法とDO計

の実測値を比較すると,低水温 5℃においては, 塩素イオン

20,000mg/LではDO計が3mgO/L以上も高くなり.補正した場

合においてもウインクラー法と DO計の測定値では-0,30-

1.88mgO/Lの差違が生じた｡高水温 30℃における補正後の測

定値の差違は.-0.94-0.40mgO/Lとなり,水温が高い方がウ

インクラー法とDO計の測定値の値は小さくなった｡水温変動

と塩分変動に対応 して IX)計の実測値の適正な補正が極めて

重要である｡

(2)河川 ･河口域調査

河川･河口域の調査におけるウインクラー法と各種 DO計の

測定値 (塩素イオン補正済)の関係を図-1に示す｡3機種の

いずれの DO計の測定値もウインクラ-法の測定値を極めて

良い相関関係 (r=0.976-0.993)を示した｡塩分の大幅に変

動する河口域の調査においても DO計の適用性は極めて高い

ことが明らかである｡しかしながら. DO粁-AとDO計-Bの

測定値とウインクラー法の測定値の傾きは1.01と0.998であ

ったが,ガルバニ方式のもう1横種の抑 計-{の傾きは0.644

となり,ウインクラー法の測定値よりも低く示された｡以上

の結果からウインクラー法と DO計の相関は機種によって異

なるため,河川 ･河口域のDO測定にDO計を適用するにあた

っては,塩素イオンによる影響を考慮したキャリブレーショ

ンを実施 し,使用するJX)計の特性を十分に把握することが重

要である｡

y=0.0068+1.01x R=0.993
---- y=叫.402◆0.998x R=0.976

- - - y三2.649+0.644x R=0.981
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し,表示値が安定価 (すなわち実測値)を示した時点

を敢兼掛 こ採取した｡なお,各点における現坊の水温

から塩素イオン漉度を求め.加 計の表示値を清正した｡
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図-1宮崎県八重川･河口域の研査におけるウインクラ

ー法と各種 DO計によるDOalJ定雀(塩素イオン補正済)

の関係.
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